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　1982年の調査で、排泄行動の自立やしっけに対する態度が、従来の調査結果と比べかなり変化してきている実

態を明らかにした。その後m年を経過したので、再び、排泄行動の自立状況及びその背景について調べ、最近の

実態を把握した。対象は保健指導部へ2歳6か月時の健診に来部した見胃名である。

　排泄の自立状況は、事前に尿意を予告できほとんど失敗がない状態に達しているもの、失敗はあるが事前に予

告することも可能になっているもの、尿意を予告できないものに、ほぼ3分されていた・

　排泄のしつけ開始は、24か月を目安に考えているものが多く、24か月から29か月のしつけ開始が過半数を占め

ていた。1982年の調査と比較して、しっけ開始時期が遅れており、これに伴い2歳6か月時点で排泄の予告が可

能になった割合はやや減少していた。

　しつけ開始が早いほど予告が可能になる月齢は早くなっているが、反面、しつけに要した期間は長くなってい

る。また、予告不能の中に安定した母子関係を成立しにくい要因の存在がうかがわれた。

　紙おむっを常時使用したものが75％と大幅に増加しており、このことは排泄のしっけに対する意識やしつけ行

動へ何らかの影響を及ぼしていると考えられる。

見出し語；排泄の自立、しつけ開始時期、予告可能になる条件、
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夏　目的

　前回、ig82年に、2歳6か月時点の排泄行動の自立

について、その実態を調べた。排泄の予告が可能にな

った割合は60．0％で、1972年の90，1％に比べ、かなり

大幅の遅れがみられた。また、排便についてのトラブ

ル（便所での排便を嫌がり抵抗する、物陰にかくれて

排便するなど）の増加が目立っていた。

　今回は、その調査からm年を経過したので、可び排

泄行動の自立状況やしっけのあり方などを調べ、最近

の傾向を明らかにしようとした。

を予告してほとんど失敗がない状態に達しているもの

37．騙、失敗はあるが予告が可能になっているもの25・6

％、便意を予告できないもの36，9％であった。排便の自

立は女児の方が早く、有意差が認められた。

（3）1982年調査との比較

　排尿、排便ともに、ときどき教える以上の段階に達

しているものを予告可能として、性別、及び1982年の

調査結果と比較したものが衷3である。排尿排便とも

予告可能の割合は、男児の44．4％に対し女児は65，5％

と高く、有意差がみられた。また、年次による比較で

は、1982年の予告可能60，0％に対し今回は54．8％にな

り、排泄の自立はさらに遅くなる傾向がみられたが、

夏1対象及び方法
表1　排尿の自立状態

　ig91年10月から1992年3月までに、保

健指導部へ2歳6か月時の健診に来部し、

心理相談をうけた177名（男児90名、女

児87名）を対象にした。

　排尿、排便の自立状況、しつけ開始時

期しつけ開始の契機とその方法、排泄の

しっけに関して心配し困っていること、

などについてアンケートにより母親から

回答を得た．そして、これらを心理相談

所見、性別出生順位、弟妹の有無、母親

の育児経験、母親の職業の有無、祖母同

居の有無などの生活背景と関連づけて分

析した。

自分でトイレヘ行ってする

事前に教え殆ど失敗はない

失敗はあるが事前に教える

ときどき導前に教える

でてしまってから書う

出ても平気、無関心

表2　排便の自立状態

全体N・177

i証　結果及び考察

ig　10．窩

42　23．7

26　14，f

27　15．3

44　24．8

19　10．7

77一　　男児N＝90
女児N・87

窩 8 8．9％ n 12．6器
7 20 22．2 22 25．3
7 9 10．0 亘7 19．5
3 15 16．7 12 13．8
8 25 27．8 19 21．8
7 13 14．4 6 6．9

1　排泄行動の自立状況

　排尿、排便の自立状況について、子ど

もの行動を6段階にわけてとらえた・

（1）排尿の自立にっいて

　排尿の自立状況を表1に示した・尿意

を予告できてほとんど失敗がない状態に

達しているものが34．4％であり、失敗は

あるが予告が可能になっているもの30．0

％、尿意を予告できないもの35．5％で、

ほぼ3分されていた。性別による比較で

は、女児の方がやや自立が早い傾向がう

かがえるが、有意差はなかった。

（2）排便の自立について

　排便の自立状況を表2に示した。便意

x2検定　孝P（0．05

自分でトイレヘ行ってする

事前に教え殆ど失敗はない

失敗はあるが事前に教える

ときどき教える

出てしまってから言う

出ても平気、無関心

表3　排泄の予告

擶謡．
講．蕪妾

訳墓⊥遡

許藷、．畿
4b　26，1　2325．8　2326．4

X2検定＝＊p〈0．05　＊＊＊　p（0，001

男児 女児艸零 1992年・計 1982年

44．4％ 57　65．5％ 97　54．8匿 72　60，0％

55．6 30　34．5 80　45．2 48　40．0
楠　曾　一 一　　一

32．2 20　23．0 49　27．7＊ 19　15，8

13．3 5　5．7 17　9．6 20　正6．7

［0．0 5　5．γ i4　7．9 9　7．5
一 一　一　一　一　■ 一　一　一 一　隔　「
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表4　排尿のしっけ開始の時期

男児 女児　＊ 1992年＊籾 1982年

　～Hか月
2～17か月

8～23か月

4～29か月
0～未開始含

O　r

　L2鴇
5　30．1

9　59．0

　9．6

03　3．7％

8　46．3

9　47．5

　2．4

04　2．4髭

3　38．2

8　53，3

0　6．1

7　5．8器

2　18．3

0　33．3

［　42．5

平均月齢（SD） 24，0（3．2） 22．4（3．2） 23．2（3．3） 20，2（5．5）

表6　どのような誘いかけ

生活リズムの中で

時間をみて

子どもの様子で

とくに誘わない

そ　の　他

無記入

9553．7％

6335．6

5531，r

2212．7

2　1．1

10　5．5

表5　しつけ開始の契機　　M．A．

1992年 1982年

暖かくなったから 64　36，2％ 42　35．0％

年　　　令 48　27，1 31　25．8

理解力が発達した 44　24，9 3　2，5

事後教えるようになった 30　16．9 4　3，3

タイミングがつかめた 22　12，4 7　5．8

他の人がしつけを始めた 13　7，3 o　o●　　　　　●ひひ

他児が予告するのをみて 12　6．8 7　5．8

回りの人に言われて 11　6．2 且2　亘o．o

兄姉の経験から 9　5．L 5　4．2

次の子が生れるから 8　4．5 2　夏．7

本人がおむつを嫌がった 6　3．4 2　1．7

そ　の　他 18　10．2 10　8．3

不　　　明 19　10．7 10　8．3

表7　排泄のしっけで困っていること

困っていることはない

物陰でパンツやおむつにする

誘うと嫌がって抵抗する

トイレで排泄できない

全く教えない

汚れても取り替えを嫌がる

トイレを嫌う

そ　の他

7845．1％

2715．6

26L5．0

2011．5

1911、0

11　6。4
7r

．0

2313．3

有意差はなかった。

　表の下段に示したものが予告不能の内容であるが・

今回の調査では両便ともに予告できないものの割合が

高くなり、前回と比べその内容は違いがみられた。

2　排泄のしつけについて

（1）しつけの開始時期

　表4は、排尿にっいてトレーニングを開始した時期

をまとめ、有意差がみられた性別、年次別の比較を示

したものである。しつけ開始は24か月から29か月が最

も多く半数余りがこの時期に始めていた。月齢別にみ

ると24か月で開始したものが最も多く58名、32，8％に

及び、次いで18か月の18名、10・2％が目立っていて・

24か月、18か月を排尿のしっけ開始の目安と考えてい

る母親が多いことが分かる。

　性別でみると、男児に比べ女児の方がしつけ開始が

早く、平均月齢で約2か月の差がみられた。

　また、1982年との比較では、しつけ開始が明らかに

遅れてきており夏8か月以前の開始は極めて少数であっ

た。平均月齢では3か月遅く、標準偏差は3．3と小さ

くなりしっけ開始は24か月前後に集約されてきている。

一方、2歳6か月時点でしつけを開始していないもの、

開始時期無記入の中にしっけを開始していないと推測

できるものが合わせて約8％あり、しつけへの意識の

変化をみることができる。

（2）しっけ開始の契機

　しつけを始めようと考えたのはどんなことが契機で

あったかを尋ねた結果が表5である。季節、年齢を契

機にしている割合が多いが、前回の調査と比べて子ど

もの理解力が発達した、事後教えるようになった、タ

イミングがつかめたなど、子どもの発達や行動に合わ

せたしっけ開始がやや増加していた。

（3）しっけの方法

　どのような誘いかけで子どもを導いているかを表6

に示した。朝、目覚めた時、外遊びや就寝㊨前になど

「日々の生活リズムの中で』が多く、次いでr時間を

みて誘う」であった。時閻で誘う場合、20分から3～
4時間と誘いかけの間隔の幅はかなり大きかった。
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なお、日中おむつをはずしているもの63％、常時おむ

つを使用中のもの22％であり、おむつをはずした理由

はトレーニングを始めたからが38％であった。

（4）しつけに関しての心配や困っていること

　表7は、現在しっけに関して困っていることである。

物陰で排便する、誘うと嫌がって抵抗する、トイレで

排便できず排泄を止めてしまうなどがあるが、現状で

は仕方がないと受け止めており、深刻な心配は少なか

った。しっけを成功に導くために配慮．したことでは、

叱らない、褒める、無理強いしない、トイレを親しみ

やすい雰囲気にするなどが大勢を占めていた。

側に安定した関係を育てにくい要因の存在をうかがう

ことができる。この他、生活の背景との関連で予告の

可否の状況をみたが、母親の職業あり（子どもは保育

園に在園が多い）が職業なしに比べ、予告可能の割合

が高く・一一般家庭の母親と保育所職員のしつけに対す

る意識や態度の差が衷われたものと推測される。

　表10に紙おむっなど排泄行動と関連のある育児用品

の使用状況を示した。常時紙おむっを使用した割合は

1982年の16％に比べ75％となり大幅の普及をみせてい

た・この事実も母親の排泄のしつけに対する意識やし

っけ行動へ影響を及ぼしているものと考えられる。

3　排泄め予告
（1）しっけ開始の時期との関連

　排尿について、しつけ開始時期と予告が

可能になった月齢との関連をみたものが表

8である。

　17か月以前の開始を除くと、しっけ開始

が早い方が予告可能になる月齢が早くなっ

ている。しかし、しつけ開始から予告可能

になるまで、すなわち、しつけに要した期

閤はしつけ開始が遅いものほど短かくなっ

ていた。一方、予告できない割合は24か月

以後のしつけ開始のものに高くなっていた。

排便にっいても同様の傾向が見られた。

　以上のことから、しつけ開始が遅い方が

成熟要因によりしっけ期閤は短縮されるが、

自我の発遠との関運でしつけへの拒否反応

が出やすく、成功へ導きにくい条件もある

ことを考慮する必要があるといえる。

（2）心理相談の判定との関連

　2歳6か月時点で行った心理相談の判定

と排泄の予告の可否との関連をみたものが

表9である。問題なしとされた場合に比べ、

何らかの問題を疑われた場合は、予告でき

ない割合が高くなっていた。

　発達上の問題では全体発達やことばの遅

れがあり、行動上の問題では相互関係の育

ちが未熟で、人の働きかけに注目しにくい、

多動、マイペース傾向があるなど、母子関

係の問題では子どもの視点に立てず、子ど

もの行動への理解》配慮が足りない、関係

が一方的で子どもの気持ちに添いきれない

などがあって、排泄のしつけを成功に導き

にくいく条件として子ども側あるいは母親

表8のしっけ開始時期と予告可能月齢の関係

＼　予告月齢
21　24　27　30〃 予告平 時々 予告

＼ 〃23　岬26　パ29 均月齢 教える 不能

～17か月 1　　0　　　1　　0 25．D 人 2
18～20か月 7　10　　2　　0 23．8 3 5
21～23か月 3　L4　　11　　0 25．8 2 6
24～26か月 ［0　　20　　0 26．9

15 27

27～29か月 4　　1 29．D 5 6
30か月～ 2 30．0 夏 2
不明未開始 1

o　O　O
1 15

表9心理相談の判定と排泄の予告

排尿の予告 排便の予告

予告可能 不能 予告可能 不能

％ ％ ％ ％

問題　なし 88　67．7 42　32．3 87　66．9 43　33．1

発達上の問題 7　50．0 7　50，0 6　42。9 8　57．1

行動上の問題 8　44．4 10　55．5 8　44．4 10　55．6

母子関係 且3　52．0 i2　48．0 H　44．0 14　56，0

そ　の　他 5　71．4 2　28．6 6　85．7 1　14．3

表10　紙おむっ、おまる、こども用便座使爾状況

紙おむつ 布おむつ おまる 子ども便座

常時使閑

々使用

用せず

記入

133　75，1％

3　13．0

7　4，0

4　7．9

22　12，4％

8　15．8

10　62．夏

7　9．6

23　13．0％

5　31，1

7140．1

8　15．8

72　40．7％

7　26．6

8　21』5

0　1L3

一160一


